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イ ワ ノ リ 発 酵 エ ク ソ ソ ー ム

開発の経緯
当社は日本独自の発酵技術を生かした発酵エキスを10年以上研究開

発しています。発酵すると発酵酵素により有用成分が低分子化し、皮
膚への利用が高まります。また、安全性も高まります。また、乳酸桿菌
は発酵すると小胞を分泌します。この小胞はエクソソームといわれ、細
胞間で必要な有用成分を輸送します。今回、藻類を乳酸桿菌により発
酵させ、藻類発酵エクソソームの開発に成功しました。このエクソソー
ムは有効成分の運搬体で肌に有効成分を運んでくれます。また、清澄
な液体であるため、美容液などにも利用しやすい化粧品用途の原料に
なりました。また、食用にも利用できる特徴があります。

化粧品用 推奨有効濃度 5%

表示名称  乳酸桿菌／（ウップルイノリ／マコンブ）エキス発酵液、乳
酸桿菌細胞外小胞（配合比率90:10）

INCI  Lactobacillus/(Pyropia Pseudolinearis/Laminaria Japonica) 

Extract Ferment Filtrate、Lactobacillus Extracellular Vesicles

食用 イワノリ発酵エクソソーム（イワノリ、マコンブ、乳酸桿菌、乳酸桿
菌小胞）

原材料 イワノリ（日本産）、マコンブ（日本産）、乳酸桿菌（日本産）、
乳酸桿菌小胞（日本産）

保管方法 冷暗所にて保管する。

未開封時賞味期限 ２年間。

注意事項 開封後は密閉し冷蔵保存し、できるだけ早くご使用くださ
い。
備考 BG、防腐剤などの添加物は添加していない。
日本製造
特許第6876217号
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ヒト皮膚表皮細胞 ／ 美容作用

美容指数 （mUnits / 1000個細胞）

ヒト皮膚表皮細胞を培養し、紫外線照射しました。ここにイワ
ノリ発酵エクソソームを添加しました。さらに、培養して細胞を
採取して美容指数（細胞数、ケラチン産生指数、抗炎症指
数）を増加させました。
この結果、美容作用が期待されます。

溶媒対照 イワノリ発酵エクソソーム ＥＧＦ
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ヒト頭皮毛根細胞細胞 ／ 美容作用

育毛指数 （mUnits / 1000個細胞）

ヒト頭皮毛根細胞を培養し、紫外線照射しました。ここにイワ
ノリ発酵エクソソームを添加しました。さらに、培養して細胞を
採取して育毛指数（細胞増殖数、ケラチン産生指数、抗炎症
指数）を増加させました。
この結果、育毛作用が期待されます。

溶媒対照 イワノリ発酵エクソソーム ＥＧＦ
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ヒト皮膚免疫細胞／抗炎症作用

炎症物質量（プロスタグランジン量）
（μg/1000細胞)

ヒト皮膚の白血球を培養し、炎症物質を添加した後、検体を
添加しました。 発生した炎症物質量をELISA法により定量
しました結果、炎症物質量が減少しました。

以上の結果、イワノリ発酵エクソソームには抗炎症作用が
期待されました。

イ ワ ノ リ 発 酵 エ ク ソ ソ ー ム

溶媒対照 イワノリ発酵エクソソーム ＥＧＦ
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Ｑ どのような発酵を利用していますか

Ａ 乳酸桿菌を用いています。ベニコウジ菌やカビ類は混入して
いません。

Ｑ 藻類発酵エクソソームとは何ですか

Ａ 藻類由来の発酵エクソソームのことです。エクソソームは細
胞間の有効成分を運ぶ運搬体です。発酵タイプで乳酸桿菌小胞
と言われます。このエクソソームは低分子であり、肌に浸透しや
すく、有効成分を肌に届けてくれます。食用にも利用可能です。

Ｑ 発酵はどのように行いますか
Ａ 清浄な発酵室の中にある発酵器内で無菌的に実施します。

Ｑ 有効成分は何ですか

Ａ 種々の植物由来ペプチドと多頭類です。ペプチドはヒトの成
長因子に類似しています。炎症を起こすサイトカイン類は含まれ
ていません。

Ｑ 培地には合成物質は含有されていますか

Ａ イワノリとマコンブを培地としています。抗生物質、合成色素
、化学物質は含んでいません

Ｑ 安全性は確認していますか

Ａ ヒト白血球を用いた安全性試験で安全性を確認しています。
動物実験は実施していません。

Ｑ 品質は大丈夫ですか
Ａ 全ロットについて微生物検査を実施しています

社内教育用資料
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製 品 規 格 書 

 

製品名    イワノリ発酵エクソソーム 

 

検査項目 

１．外観 

検査項目 規格 測定方法 

色 無色透明～薄黄色 目視 

状態 液体 目視 

 

２．重金属・微生物 

検査項目 規格 測定方法 

砒素 2ppm以下 モリブデンブルー法 

重金属 20ppm以下 硫化ナトリウム比色法 

一般細菌数（生菌数） 100以下／g 標準寒天平板培養法 

真菌数 陰性 0／g 培養法 

大腸菌群数 陰性 0 ／100g ＭＰＮ算出法 

 

化粧品用 推奨有効濃度 5% 

表示名称  乳酸桿菌／（ウップルイノリ／マコンブ）エキス発酵液、乳酸桿菌細胞外小

胞（配合比率 90:10） 

INCI  Lactobacillus/(Pyropia Pseudolinearis/Laminaria Japonica) Extract Ferment 

Filtrate、Lactobacillus Extracellular Vesicles 

 

食用  イワノリ発酵エクソソーム（イワノリ、マコンブ、乳酸桿菌、乳酸桿菌小胞） 

 

原材料  イワノリ（日本産）、マコンブ（日本産）、乳酸桿菌（日本産）、乳酸桿菌小胞（日

本産） 

 

保管方法  冷暗所にて保管する。 

 

未開封時賞味期限  ２年間。 

注意事項 開封後は密閉し冷蔵保存し、できるだけ早くご使用ください。 

備考  BG、防腐剤などの添加物は添加していない。 

日本製造 

以上 

製造元 株式会社安理ジャパン 
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安 全 デ ー タ シ ー ト（ＳＤＳ） 

＜ １．製造者情報 ＞ 

製品名 ： イワノリ発酵エクソソーム 

提供元 ： 株式会社安理ジャパン 

   
＜ ２．物質の特定 ＞  

  

単一製品・混合物の区別 ： 藻類発酵エクソソーム 液体  

   
化学名（一般名） ： 特定できない  

   
CAS RN ： 特定できない  

   
化審法番号 ： なし  

   
安衛法番号 ： なし  

   
国連番号 （番号 クラス） ： 該当せず  

   
ＥＩＮＥＣＳ ： なし  

   
ＴＳＣＡ ： なし  

   
＜ ３．危険有害性の分類 ＞  

   

分類の名称 ： 分類基準に該当しない  

   

危険性 ： 可能性がある。  熱、火花及び火災で着火することがある。  

   

有害性 ： 眼、呼吸器及び皮膚を刺激するおそれがある。  

   

環境影響 ： 記載すべき情報はない。  

   

   

＜ ４．応急措置 ＞  

   

目に入った場合 ： 直ちにまぶたを開いて、流水で１５分間以上洗浄する。症状が出た場合等、必要に

応じて医師の相談を受ける。 

 

   

皮膚に付着した場合 ： 症状が出た場合等、必要に応じて医師の相談を受ける。  

   

吸入した場合 ： 症状が出た場合等、必要に応じて医師の相談を受ける。  

   

飲み込んだ場合 ： 多量に飲み込んだ場合、下痢を起こす場合がある。症状が出た場合等、必要に応じ

て医師の相談を受ける。 
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